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1. 監督者の指示があるまで、この冊子を聞かないこと。

2. この冊子の問題は、表紙を除いて 13ページからなる。落丁・乱丁および印制の不鮮明な箇

所などがあれば監督者に申し出て、問題冊子の交換を受けること。

3. 監督者の指示に従って、解答用紙3枚のそれぞれに受験番号および氏名を記入すること。

4. 解答は、解答用紙の指定された場所に、特に指示のない限り日本語横書きで記入すること。

5 解答に字数制限のある場合は、句読点および最強もすべて字数に数えること。

6. 解答は、内容とともに、用語、表記、構文にも注意して書くこと。

7. 解答用紙とは別に、下書き用紙を 3枚用意した。適宜利用の上、持ち帰ること。

8. この冊子は持ち帰ること。

「ムムデフロ
「ぷA 同/~Þ'\. 7'、

。/え



令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選抜・社会人選銭

小筒文

資料Aは、久米郁男著『原因を推論する@政治分析方法論のす、め.!I(有斐問、 2013年)か

ら抜粋し、一部省略・改変したものである。

資料8は、ウェプサイト SUSTAINABILIアYForall掲載記事“THEERA OF GLOBAL 

BOILING: THE LATEST TWIST IN THE CLIMATE CRISIS" の全文(一部省略・改

変)である。

資料 C は、分野を越えた研究者グループが 20lQ年に公開した地球気候に関する宣言書

(“World Climate Declaration， There is no climate emergency.") (一部省略・改変)

である。

資料Dは、インターネット土地、ら収集した資料 BおよびCに関連する図である。

これらの資料を読んで、以下の設問に答えなさい。

問題 l 資料A中の下線部(ア)にある「共変」を、同資料中にある漢字 2文字で置き換えな

ざい。

問題2 資料A中の下線都(イ)の内容を、「必要条件」、「十分条件」、「必要十分条件」のいず

れか|つの用語を用いて 30字以内で言い換えなさい。

問題3 資料C中の下線部(ウ)を踏まえて、資料8・Cがそれぞれ、、。liticα1"か“scientific"

のいずれの立場に近いかを、解答欄でo(まる)をつけて選び、その根拠を各 50字以内で説明
しなさい。

問題4 資料C中の下線部(エ)がなぜ生じるのか、同資料の内容を要約して 100字以内で答

えなさい。

問題5 資料Bと資料Cの中で展開されている主張には相対立するものが複数、含まれている。

そのうちの|つを選び、まずその相違点、を 80字以内で要約しなさい。また、いずれの主張が妥

当であるか、資料Dの一部または全部を用いて 150字以内で論述しなさい。

問題6 以下の条件を満たす小論文を 600字以内で完成させなさい。

「身長が高いほど、高い所得を護得できる」は資料 Aから読み取れる命題である。この例を

参考にして、「共変関係」が成立すると思われる事象を、あなた自身で lつ考えて仮説を立てな

さい。ただし、資料Aから資料Dで取り上げられている題材は除く。次に、その仮説に対して、

資料 Aの中の「因果関係が成立するための条件」である 3点それぞれを検討しなさい。最後に

それらの検討結果を踏まえて、仮説成立に対する見通し・因果関係への発展可能性を論じなさい。

資料A

令和7年度滋賀太学経済学部
学校推車庫型選抜・社会人選抜

小諭文

ある現象がなぜ生じているのかを説明するということは、因果関係の推論を行うということ

である。ここでは、どのような場合に因果関係が存在すると言えるのかを考えよう。

アメリカのビジネスの世界では、肥満や喫煙習慣は出世にとって不利だとよく言われる。太っ

ていることは、喫煙をやめられないことと同様、自分をコントロールできないことの証拠であり、

エリート・ビジネスマンに必要な自己管理能力の欠如を示しているとみなされ昇進するよで不

利になる、ということらしい。そこまで言わなくてもよいではないかとも思ってしまう。身体的

特徴に基づく不当な差別である、という批判が出てくるのも当然かもしれない。しかし、これに

ついての当否はともかく、身体上の特徴が原因となって出世や所得に影響が出るという因果関

係は、はたして現実に存在しているのか。

歴史を遡ると、社会的身分が体格に影響するという逆の因果関係の方がおしろふつうに存在

していた。どの固でも、昔は身分の高い人ほど体格が良かった。彼らの栄養状態が良かったから

である。たとえば、昔はイギリスの上流階級の人は、庶民よリ優に頭 lっぷん背が高かったか

ら簡単に見分けがついた。 IQ世紀初め、イギリスの王立士官学校に入学した平均 14歳のよ流

階級の少年たちは、同年齢で海軍に入隊した労働者階級出身の新兵に比べて 25センチメートル

は背が高かったという。ずいぶんな遠いである。

現代のアメリカで、肥満への差別ということが問題になっているということは、庶民階級が食

べるに困るほど貧しかった時代は少なくとも先進国では過去のものとなった、ということを意

味するのだろう。それはそれで、喜ばしいことである。

身体的特徴と所得の関係は、人々の関心と興味を引き付けてきた。中でも、身長と所得や出世

の関係については、ずいぶん普から関心が寄せられてきた。身長ヒ労働市場での成功の聞の関係

についての実証研究には、 100年近い歴史がある。 IQl5年には、ゴヴィンが身長の高い人ほど

出世しているという調査結果を報告している。その後も同種の調査結果は、繰り返し報告されて

きた。イギリスでは、 30歳の男性管理職・専門職の人は、同年齢の男性一般労働者よりも平均

して 1.5センチメートル背が高いという。さらに、イギリスヒアメリカの男性のデータでは、 l

インチ (2.54センチメートル)背が高いと、平均して時給が 1パーセントから 2.3パーセン卜

高いことも確認されている。このように、身長が高いことによって「得られる」所得増加分を身

長プレミアム(身長による賃金格差)という。身長プレミアムは、いかにして生じるのだろうか。

身長が原因となって所得が決まる、などということが本当にあるのだろうか。因果関係に閲する

聞いが生まれてくる。
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令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選嫁・社会人選綾

小鎗文

ところで、計量分析の世界では、原因を「独立変数」や「説明変数」、結果を「従属変数」や

「被説明変数」と呼ぶ。ここでは、便宜上「独立変数」と「従属変数」という用語のみを用いる

ことにする。確認しておきたいことは、「身長」という独立変数の変数値が大きいほど「所得」

という従属変数の変数値が大きくなるという r(ア)差歪堕笠」が、この因果関係の問いを生む前

提になっているということである。〈イ)因果関係の推論は、この共変関係の確認から通常はスタ

ートする。

では、なぜこのような共変関係が観察されるのだろうか。背が高いと周りから信頼感を得やす

く、仕事上のパフォーマンス(実績)も自ずとよくなるからだろうか。あるいは、自分に自信を

持つために仕事にも積極的になって成功するからだろうか。このような推論は、実際に身長が所

得に影響を及ぼしていることを想定している。しかし、もしかすると身長が高いということは、

子どものころから裕福な家庭に育って栄養状態が良かった結果であり、また裕福な家庭であっ

たから高い教育を受けることができて、現在の所得も高くなっているのかもしれない。それなら

ば、背の高さは所得を決める本当の原因ではないことになる。

後者の例では、本当に所得に影響しているのはその人が裕福な家庭に生まれたことである。つ

まり、親の所得が原因であり、観察された身長と所得の共変関係は単に見掛け上のものというこ

とになる。このような関係は、「偽の相関」とも呼ばれる。因果関係があると言えるためには、

親の所得のような他の変数が同じ値をとったとしても、なおかつ独立変数である身長が従属変

数である本人の所得に影響を及ぽしていることが必要である。他の変数の影響をそろえる、すな

わち統制(コントロール)した上でも、共変関係が確認できなければならない。

はたして身長と所得の聞に本当の因果関係があるのだろうか。アメリカでの最近の研究は、こ

の点について対立している。ニコラ・ペルシコたちは、白人男性を対象として、親の所得や本人

の教育程度などをコントロールした上で、本人の 16歳時点での身長が後の所得に影響している

という結果を rジャーナル・オプ・ポリテイカル・エコノミー』誌に発表している。アメリカで

は、 16歳時点で背が高い子どもは高校のスポーツクラフーなどに参加することが多くなり、そこ

でコミュニケーション能力といった「人的資本」を身に付ける。この結果、将来の所得が高くな

るという因果関係を、彼らは推論している。これに対して、アン・ケースとクリスティナ・パク

ソンは、同誌において、背の高い子どもほど高い認知能力を持っているという関係を強調し、身

長が原因ではなく認知能力が真の原因であることを主張している。ここでは、まさに身長と所得

との聞の「共変関係」が、真の因果関係を示しているのか、単なる偽の相聞であるのかが争われ

ているのである。

なお、この身長プレミアム研究を簡潔に紹介している大竹文雄の『経済学的思考のセンス』に

は、大阪大学 21世紀 COEプログラムアンケート調査を利用した日本での研究結果が紹介され

ている。それによれば、日本における身長プレミアムは、学歴、勤続年数、企業規模に加えて、

親の学歴や育った家庭の生活水準までコントロールした上で、 lセンチメートル身長が高くなる

ことによって 0.5パーセント時給が高くなる程度だという。ただし、「統計的にはこの 0.5ヒい
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学綾推薦型選抜・社会人選銭

小脇文

う数字は、本当はゼロかもしれないという可能性を棄てきれない」。統計的有意性という基準に

従って考えると、この調査結果は日本では、身長自体が所得に影響している可能性は低いという

ことを示している。

さて、今、日本人の 40歳男性を調査した結果、実は身長ではなく体重と所得との間に共変関

係があったと仮定しよう。すなわち、体重が重い人ほど所得も高いという関係が観察されたとす

る。他の変数をコントロールしたとしても、この共変関係が消えない。はたして、ここでわれわ

れは、体重が所得に影響していると考えてよいだろうか。考えなければならないもう lつの問

題が、因果関係の向きである。身長の場合は、 20代を過ぎればそれ以上伸びることは考えにく

い。しかし、体重は年齢を重ねても増減する。所得の高い人は美味しいものをたくさん食べるの

で太ってしまうという可能性もある。因果関係は、どちらに向かっているか、このデータからだ

けではわからないのである。因果関係が成立するためには、原因すなわち独立変数の変化が、結

果すなわち従属変数の変化に時間的に先行していなければならない。

高根正昭は、今や研究方法論教科書の古典となった名著『制造の方法学』において、以上見て

きた 3つを、因果関係が成立するための条件としてあげている。すなわち、

①独立変数ヒ従属変数の聞に共変関係がある

②独立変数の変化は、従属変数の変化の前に生じている(時間的先行)

③他の変数を統制(コントロール)しても(他の変数の値を固定しても)共変関係が観察され

る

の3つである。
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資料 B

令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選篠・社会人選彼

小自由文

“The erαof global wαrming hαs ended. The era of global boiling hαs arrived." 

So announced United Nations (UN) secretary general Antonio Guterres* as it 

was confirmed that July 2023 had become the hottest month in the past 

120，000 years. 

The World Meteorological Organization* (WMO) and the Europeαn 

Commission's* Copernicus Earth Observation Progrαm車 confirmedthat July 

2023 will be the ho竹estmonth ever recorded. 

According to the data of these entities， the month produced the period of the 

warmest three weeks， the three ho村est days， and the highest ocean 

temperatures ever documented for this time of the year. 

On heoring news of the dαto， the UN secretory general Antonio Guterres 9αve 

on emphatic speech to the press in New York in which he colled for immediate 

climote oction ond referred to the present situation as “the era of global 
boiling" . 

On top of the high temperotures， we have been αble to see the effects of globol 

wαrming acting out in the news over the recent months: droughts becoming more 

intense and severe， lorge forest fires occurring earlierαnd out of season， ond 

soon we will experience the first summer without ice in the Artic Oceon. 

According to the WMO， it's unlikely thot July's temperαture record will prove to 

be a one-off*. Indeed， the organizαtion estimotes thot there is 0 q8% 
probobilitγthot ot leost one of the next five years will be the ho竹estever 

recorded. 

The WMO olso worns of 066% chonce thot， in ot least one of the next five yeors， 

global temperoture will tempororily exceed the 1.5 .C threshold above pre-

industrial levels，αn impoけαntlimit since it is obove that established in the Poris 

Agreement傘.
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令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選抜・社会人選抜

小鎗文

Despite the daすα，there's still room for optimism. Guterres .stated that it's still 

possible for us to achieve the tαrget of limitingすheincrease in global 

temperature to 1.5 .C above pre-industrial levels by the end of the century， 

thus avoiding the worst of global boiling. But this will only be achieved if we set 

about working for it immediately and with determination. 

He recognized that there hαd been progress in the roll-out* of renewαble 

energies and in other fields. But he pointed out that there was much to do in 

order to achieve the decarbonizαtion of the economγand carbon neutrality， a 

goal most countries had committed to reaching by 2050. 

The secretary general also asked for measures of adαptationαnd populαtion 

protection to be token with respecすすothe roosting heat， flooding， storms， 

droughtsαnd fires. In this respect， the role of resilient， regenerative 

infrostructure will hove a key role in the design ond development of cities thot 

can mitigote the effects of climate change， as we exploin here. 

“For scientists， it is unequivocol*: humαns ore to blome. The oir is unbreothoble， 

the heat is unbeoroble， ond the level of fossil fuel profits and climote inoction 

is unaccepすoble，" Guterres stressed. 

The IPCC* olreαdy announced it severol years ogo: we are responsible for 

climote chαnge. It also sαid it's in our hands to put 0 brαke on the rising 

temperotures and mitigote their worst effects. 

The ero of global boiling is not 0 phose to which we mustαdopt， but on urgent 

call toαction. Humonity hos been the detonator* of climote chonge ond thus hos 

the meαns to reverse it. There is still room for optimism if we oct immediotely 

and with determinotion. 

As Antonio Guterres put it so well: this should not result in desperotion， but 

oction. It's time to convert the burning heat into burning ombition ond speed up 

climote action. The future of our plonet depends on it. 
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令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選抜・社会人選篠

小蛤文

Antonio Guterres アントニオ・グテーレス(国連事務総長〉

The World Meteorological Organization 世界気象機関

European Commission 欧州委員会

Copernicus Earth Observation Program 欧州連合宇宙計画の地球観測部門

one-off 回限りのこと

Paris Agreement パリ協定 (2015年に採択された気候変動に関する国際協定)

roll-out 初公開、新発表

unequivocal 明白な

IPCC 

detonator 

Intergovernmentol Ponel on Climote Chonge (国際的専門家によって

構成ざれた気候変動に関する政府問機構)

起爆装置
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資料C

令和7年度滋賀大学経済学飾
学校推薦型選銭・社会人選彼

小輸文

(ウ)climatescience should be less political， while climαte policies should be more 

scientific. In pαけicular，scientists should emphasize that their modeling output 

is not the result of magic: computer models αre human-made. What comes out 

is fully dependent on what theoreticiansαnd programmers have put in: 

hypotheses， assumptions， relationships， parameterizations， stability 

constraints， etc. Unfoけunαtely，in mαinstream climate science most of this input 

is undeclared. 

To believe the outcome of 0 climate model is to believe what the model mαkers 

hαve put in. This is precisely the problem of today's climate discussion to which 

climαte models αre central. Climαte science has degenerated* into αdiscussion 

based on beliefs， not on sound self-critical science. We should free ourselves 

from the naive* belief in immature climαte models. In the future， climate 

research must give significantly more emphasis to empiricα1 science. 

A global network of over 1 qOO scientists and professionals has prepared this 

urgent messαge.Climαte science should be less political， while climate policies 

should be more scientific. Scientists should openly address uncertainties and 

exαggerations in their predictions of global warming， while politicians should 

dispαssionαtely count the reα1 costs as well as the imαgined benefits of their 

policy measures. 

The geological archive reveαIs that Eαけh'sclimate has variedαs long as the 

planet hαs existed， with natural cold and warm phases. The Little Ice Age* 

ended as recently as 1 850. Therefore， it is no surprise that we now are 

experiencing αperiod of warming. 

The world has wαrmed significantly less than predicted bγIPCC* on the basis 

of modeled anthropogenic事 forcing. (エ，-rhegap between the real world and the 
modeled worl~ tells us that we are far from understanding climαte change. 

Climate models have mαny shoけcomingsαndαrenot remotely plausible as 

globα1 policy tools. They blow up the effect of greenhouse 9αses such as C02. 
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令和7年度滋賀大学経済学部
学校推薦型選篠・社会人選後

小槍文

In oddition， they ignore十hefoct thαt enriching "the otmosphere with C02 is 

beneficiα1. 

There is no stotisticol evidence thot globol wαrming is intensifying hurricαnes， 

floods， droughts ond suchlike noturol disosters， or moking them more frequent. 

However， there is omple evidenceすhotC02-mitigotion meosuresαre os 

domogingαs theγαre costlγ. 

There is no climote emergency. Therefore， there is no cαuse for pαnic ond olorm. 

We strongly oppose the hormful ond unreαlistic net-zero. C02 policy proposed 

for 2050. If be竹eropprooches emerge， ond theγcertoinlγwill， we hove omple 

time to reflect ond re-odopt. The oim of globol policy should be 'prosperity for 

011' by providing reliobleαnd offordαble energy ot 011 times. In 0 prosperous 

society men ond women ore well educαted， bir什lrotesore low ond people cαre 

obout their environment. 

3主?

degenerote 悪化する、退化する

noive 思慮の浅い、稚拙な

The Li竹leIce Age 小氷期(14世紀半ば頃から Iq世紀半ば頃まで続いた寒冷な期間)

IPCC 資料Bの注を参照

。nthropogenic
net-zero 

人聞の生み出した、人聞に起因する

ネット・ゼロ(温室効果ガスの排出量とその除去・吸収量が均衡し

ている状態)
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資料 D

1900 1950 

令和 7年度滋賀大学経済学部

学校維麗型選抜・社会人選抜

小治文
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human & 
natural 
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naturill onlγ 
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2000 2020 

【世界平均気温の年平均変化 観測値ならびに人為・自然起源両方の要因を考慮した推定値(上)および

自然起源の要因のみを考慮した推定値(下)、いずれも 1850~2020 年。 IPCC 評価報告書から】
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“地球の気温は
制;これからどうなるの?
~(l '700年から21∞年までの気温棄佑【観澗と予澗}

出典)IPCC第4次評価報告書 2007 

“ ※2000年までの過去の観測部分は北半球でのデー夕
刊 悶61 年~1鈎O年の平均値を O.O"Cとする

卜太線は計測機器によるデータ

れ u細線は複数の気候代替データを元に復元した 12の研究データ
※2000年以降の予測部分は全球における予測データ

980 年~1999年の平均値を O.O"Cとする
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資料 D 所収各国の出典・引用元一覧

(0 1) Copernicus Europe's Eyes on Eαrth HP (ホームページ)

令和 7年度滋賀大学経済学訴

学校推臆型選妓・社会人選抜

小治文

https:/ /climate.copernicus.eu/july-2023-sees-multiple-global-temperature-records-broken 

(02)造作材プレカットクポテラ株式会社 HP

https:/ /kubodera-zousaku.com/g-50/ 

(03)全園地球温暁化防止活動推進センタ-HP 

https://www.jccca.org/download/ 13313?parent=#search 

(04)アンピエンテ(九州環境保護派遣携ビューロー)HP 

https://www.envOI.net/main_subjects/globαl_warming/contents/s003/kaisuionn_kionn_c02/k 

aisuionn_kionn_c02.html 

(05)内閣府防災情報のページ

https:/ /www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h22/bousai2010/html/zu/zul03.htm 

(06)国際環境経済研究所 HP

https://ieei.or.jp/2023/05/roger_20230515/ 
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